
DXpamkara§呵甑naの

肋肋施α"1ucmyグ卯か戒”α'極v〃αについて

望月海慧

はじめに

DIpaInkara息痂ﾖnaの著作のうち,Wmajnmma/ekhαとBof"zisamKI"miZy""〃の間

に多くの平行句が存在するについては，すでに多くが論じられている1. このこと

は，どちらかのテキストが先に著されたものであり，後のものは先行するテキスト

からフレーズを借用したものである， と推測することができる．前者については，

彼の伝記の中にネパールからパーラ王に宛てて手紙を著したという記述があるこ

とから，その手紙が元になっていると推測できるものの，その一方でパーラ王との

関係を示す記述は最初と最後に付されているのみであることから，既存の著作を元

にしてパーラ王の手紙が作成された可能性も排除できない後者の推測は,さらに，

パーラ王との関係性を強調させるために後代に作られた著作である， と言う憶測さ

え生んでしまう．

もう一つのBodﾉzなα"MmaのグW〃については，そのテンギュル収録のものとカダ

ム派伝承のものとに偶頌の順番の相違があることが報告されている． このことは，

両版にも先後関係が存在することを意味しているのだが，その偶を読んでいくと1

偶を4パーダで解読し難いことがわかる2．そのことから，両者の異同は，それを

解消しようとした結果として生じたものと推測できる．そうだとすると，本論の先

行する版においてテキストに混乱が生じていた可能性がある．

上記の二つのテキストに加え,同じ著者のBofMimmwcaワグ”"戒Fmluvmj7を調査

する過程において，同論にも上記の二つの著作との間に複数の並行句が存在するこ

とがわかった．二つの文献の平行句のみであるのならば，先後関係の問題のみであ

！ 『菩薩摩尼童論』の句の80％は, Vimαね､"!αﾉekhaに一致することは, Eimerl981,望月2004,
望月2016bを参照．

2偶頌で著された彼の多くの著書が， 4パーダをI偶で読むことが困難であるので，テキストを
パーダで数えることにする．

Ac"TYbe"caerB"改加ca8: 199-216,2015.
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るが，それ以上の平行句は，彼の著作の中にフレーズの借用関係の可能性を意味し

ている．本稿では，本論に基づいて， このことを検証してみる．

Bod"sα"1ucaFyaSZr"戒7tamV趣αの平行句

本論の内容に関する簡略な紹介はすでに行っているので3， ここでは

Ba"zisamlqcqぴゐ""政ﾉ･"IMVa此Z4における他の著書との平行句の分析のみについて

提示する．まず，上述のV”α肱、腕α彪肋αとBodﾉzjmmumα"ya”〃との平行句を見

てみる．最初の平行句は，第23パーダに見られる．

最高の位に行く見そのものを第一に修練し，清浄な戒の衣を着て，成就を勤

勅に大事にするべきである5． [BS18-23]

この最後の句に一致するものをBo"mj""Mq腕α”α”〃とV"α血、”αIe肋αに見る

ことができる．

就を勤勉に大事にするべきである6．一切の疑惑を捨て，

13-14］

[BM1-2,VR

Bomimmucα〃"s""ikr""vamでは,戒波羅蜜の後にこの句が述べられているのに

対し，後の2論では，疑惑の除去の後である． もう少し詳細に見ると，前者では，

その前に「[見と行の］二つを成就させるために困難な大精進によりなすべきであ

る7」 と述べられており，後者では，直後に「常に精進をなすべきである」 とある

ので， この句が精進と関連して述べられていることがわかる．また， この後者の，

3望月2016a:91-93.

4β)肥I"gch"bsems"q'sp)り〃α"zdorsamg血"1s"邸噌〃伽spd.C.Khi241al-242aaD1.No.3946,
Khi237a3-238a6,D2.No. 4472, 10"-llbl,G1.Ki375a3-376b6pG2.Ki470a3-472a4,G3・Gi

13b4-15a4,Nl.No． 3333,Ki269a3-270bl,N2.No. 3332Ki338bl-339bZN3.No. 3376,Gi

llb6-13a2,Pl.No. 5342,Ki273a3-274bl,P2.No. 5348,Ki343a2-3"bl,P3.No. 5385,Gi
13a3-14b3.

5BodMs"rwIcQFyas""戒"vavaZm(=BS)20-23:go'phangmchogtu'grobayi"ltabanyidlagtsor
sbyangste"tshulkhrimsgtsangma'igosgyonnas" anantan sub .

6Bo"iS"rww'alzyawI"(=BM)1-2(V"αjnm“α陀k"(=VR) 13-14): theEhomthamscadmam
spangsshing〃聖rublanantan2cessubya(VR:cIIebqrmdZoの〃

7BS14-15:dephyirdegnyis'grubpa'iphyir"dka'ba'i,badpachenposbya"
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蒙昧と怠惰を捨てるべきで，常に精進をなすべきである8． [BM3-4,VR

15-16］

と述べられる前半の句は，前者においても次のように再出する．

苦を楽と把握せず，

である9. [BS53-55]

，確実に死の想を起こすべき

「散乱(g-yeng)」の語が加えられているものの，ほぼ同じ句である．ただし，前後

の句が異なるために，完全なる借用関係とは言えないが，先行する句を認識してい

た可能性はある．

さらに, Boc"iiScWwIca可亙s""it"""va此zのこの句の直前に述べられる，

財産を捨てて，聖者の宝で身体を飾るべきである'0. [BS51-52]この

と言う句も,若干の相違はあるものの,Bo"jmm""qma"y"wz〃とW"zα〃mmale肋αに

おいて，

一切の財産を捨て，聖者の宝で飾るべきであ る'1 [BM25-26,VR41-42]

と述べられ句とほぼ一致する．ただし,BocMis"rMamαIZy""〃のみ， これに続いて

七宝の説明が加えられている．

BoMisα"wIcalyゐ""･ik""vatmと,Bodﾉzjsα"Wma"y"wz〃とW"zα〃mma/e肋αの

2論との平行句については，後半にも見ることができる．すなわち前者の，
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いかなるものに対しても執着を捨てるべきで,劣った者に対する悲心と利益

の思いで教誠をなすべきである'2. [BS93-95]

と述べられる句の前半は，動詞に付される接尾辞が異なるものの，後者の，

いかなるものに対しても執着を捨てるべきで,執着なしにとどまるべきであ

る'3. [BM49-50,VR75-76]

と一致している．ただし，前者では，悲心と利他に移行するのに対して，後者では

無執着への言及が続いている．

さらに, Boc"zjs"rwzcaぴゐ""戒rmluV盈此zの，

軽蔑や罪過の生起などの対治の業と虚妄による修練をそのように見て,萱遥

行の本尊を堅固にすべきであ苞14． [BS102-105]

と述べられる句の末尾は,Boc"jjSq"vqma""Wz〃とVi"zalamm"Je肋αに類似する句

を見ることができる．すなわち，すなわち,Bo"isα"luma"""〃の

自分で自分を隠すべきである．執着なしにとどまるべきである．常に本尊を

堅固にするべきで，怠惰や汚い心が生じたときは，その時の自分にある罪を数

え，戒禁と心髄を思い出すべきである'5. [BM74-79]

と, Vi"MIam伽αﾉekhaの

'2BS93-95:ganglachagspaspangbyaste"dmanpamamslasnyingIjedang"phanpa'ibsampas
gdamsngagbya"
'3BM49-50(=VR75-76): "chagspamedpargnasparbya"｡an achaspaspan2bV zhin

'4brnyasdangnyespabyunglasogs"glyenpolasdangbrdzunpassbyang"deltarbltazhing
byangchubkyi"Spyodpayidambrtanparby4"
'5BM74-79:bdaggisbdagnyidsbabarbya"chagspamedparglasparbya〃璽agtuyidambrtan
byazhing"lelomyogba'isemsbyungtshe"detshebdaglabrngan7bgrangzhing"brtulzhugs
snyingpodranparbya"
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どこにおいても誰にも知られず， 自分で自分を隠すべきである．常に本尊を

堅固にするべきである ､欲と害心と眠気と昏睡と怠惰と疲労が心に生じたとき，

その時に自分における罪を数え，戒禁の心髄を思い出すべきであり，無常と死

のことを思うべきである'6. [VR106-113]

BomiSα"Mmα"y""〃と職加α/α、"zαﾉekhaの間には表現の違いがあるものの，同じ

内容である．ただし,Bo倣なα"IHCαぴ亙噸"加短"vamは，前後の句が異なるもので

あることから，全くの一致とは言い難い．

W"zα〃Famαﾉe肋αに関しては,Bo鋤愈α"MCaぴゐ""政FTaluv"故zとの平行句をもう

少し見ることができる．すなわち，

法のためではないものを除いて，食事や衣などを求めず,少欲と知足をなす

べきであるlZ. [BS58-60]

に説かれる少欲知足の句は, VI"zαﾉammaIe肋αでは，

欲は少なく，足りていることを知り.，なされたことに対する感謝をもつべき

である18. [VR3136]

と説かれている.前者は名詞句で説かれているのに対して,後者は動詞句であるが，

この後者はMnhay〃"“α""s"dﾉiα"α""zasα"zgmbaにおいても，

聖なる四種姓にいる者は，

[MP207-208]

欲は少なく 足りていることを知るべきである'9

!6VR106-ll3:gangdususkyangmishespar"bdaggisbdagnyidsbabarbya"Itagmvidam
皿聖_EaZ_LXa"'doddanggnodsemsgnyiddangnnugs"lelosnyomslassemsbyungtshe"detshe
lljaglamganbgrangzhing"brtulzhugssnyingpodranbyadang"mirtagpadang'chibabsam"
IZBS58-60:choskyicheddumagtogspar"khazasgossogsdonmignyer"!dbdpachungdang
Chogshesbya"

'8VR35-36:ldodpachungzhingchogsh且§mmg"byaspadrindugzobarbya"
'?Mロノiの夜"qpqrh""ﾉiα"q"m"q"Igmhα(=伽⑲)207-208: 'phagsPa'irigsbZhilagnaspas"且odpa
chungzhingchogshesbya"
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と述べられている．ただし， これらの句は一般的な表現であるために，借用関係よ

りも，単なる一致と見るべきであろう．このMαﾉ坂y""”α"ias"〃zα"αwz"za""z"zz/m

については,BoJzisα"VaCary"S""政『短MV亙血との類似表現をもう一つ見ることがで

きる．すなわち，

自分に過失があることを感受せずに,他者の過失を考察するべきではない20

[BS61-64]

の句は,Mt“yampα"zas画"iα"α""zasα"zgn"の

他者の過失を考察せずに， 自らの過失を見るべきであび'. [MP187-188]

と類似している.ただし,これと類似する表現は彼の他の著書にも見られ,例えば，

前出のW"zajammalek加では，

自らの過失を考察する際は， 目のある人のようにするべきであり’他者の過

失を考察する際は，盲者のように22． [VR21-22]

と述べられており,Ramα肋m""gh伽では，次のように,Naropaの説として孫引

きされている．

尊師Avadhntipaは，

自分の過失を考察するのは鋭い目の者のように,他者の過失を考察する

のは盲目のように．正直で我慢がなく，常に空性を修習するべきである．

直接または間接に悲心により， 自らと他者を入れ替えるべきである．何

故ならば， 自分より衆生を慈しむためである．

gzha skonlad admI 〃20BS63-64:ranglaskyonyodmitshorbar"
21MP188: zzhanskvonmibrtagran2skvonblta 〃

22VR21-22:rangskyonrtoglamigbzhinbya"gzhanskyonrtoglalongbabzhin"
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と師ナーローパが説かれている.菩薩は,自らよりも他者を慈しむべきなので，

自らと他者を入れ替えるべきである23.

このことから， 自他の過失に関する句も借用関係とは言えないが，著者はこの表現

を多用していたことが解る．

さらに，警嶮的表現についても，類似表現を他の同じ著者の論書に見ることがで

きる．まず，

例えば,翼が稲完全な島は空を飛ぶことができないように，見と行がない人

はどのように解脱しようか24． [BS10-13]

と言う句における翼が不完全な鳥の例えは, Bodhわα娩qpm姉αにも見ることがで

きる．

例えば,翼ｶﾐ破れて広げることができない烏は空を飛ぶことができないよう

足，そのように神通を得ることを離れた者は，衆生に利益をなすことはできな

b,25. [BPP141-144]

嶮例で用いられる翼の状態を示す言葉が異なっているものの,示す意味は同じであ

る．ただし，例えられる内容としては，本論では「見と行がなければ解脱ができな

い」ことを示すのに対し,Bo倣伽"zqpmdn7αでは「神通がなければ衆生利益がで

きない」 と異なる内容である．

さらに，同じような嚥例の類似は，第39パーダにも見ることができる．すなわ

ち，

23Ramakam""g胸α,DNo,3930,Ki lO8b6-7(Miyazaki2007:44):blamaIjebtsunAvadhm面
pa'izhalnas/rangskyonrtoglamigmonbzhin"gzhanskyonrtoglalongbabzhin"drangdangnga
rgyalmedpadang"Itagtustongnyidbsgomparbya"snyingIjedngosdangbrgyudpayis"bdag
danggzhanmamsbIjebarbya"gangphyirrangbassemscangces"zhesblamaNalopa'izhalnas
gsungsskad/byangchubsemsdpa'rangbasgzhangcesparbyadgospasbdagdanggzhanbIjebar
bya'o"
24BM10-13: ii ltaridabEshogma tshangba!i" bvavismkha' la'Dhurminus "debzhinltaspyod
medpayi"gangzagdagnijiltargrol"

25Bodh""ん叩'nd"Q(=BPP)141-144:jjltar'dabgshogmaskyespa'i"
"debzhinmngonshesstobsbralbas"semscandonbyednuspamin"
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煩悩が生じる助伴を方便により捨てて，高低の助伴すべてに対しても，丞空

ら乳を取るように，過失を捨ててよいものを取るべきである26． [BS37-40]

に言う句において，多くのものの中から自己に有益なものを選択する例えが説かれ

ている． この同じ唇嶮は,&zOrzdwZynwz"FzzとS上ZmSmumα"o"""ikam"""'昭耐に

おいて，

寿命は短いのに，知るべきことは多い．寿命の量もどれくらいなのかを知る

鷺鳥が水中で乳を得るように ， 自分の清浄なる望みを得なさことはないので，

い27． 「SD105-1([SD105-108,SM80-83]

と説かれており， さらに,Bodﾉ'加亙JgzdWp""極にも同じ警嚥が見られる28． ここ

では,az"dwZy"wzIamと釦加s豆mma"o"""ikam"亙加噌耐が平行句になっている

のだが， このことは彼がこの臂嚥の使い回しをしていたことを示している．

まとめ

これらの平行句は，パーダごとの平行句を指摘したものであり，語句の類似を指

摘したものではない．また，いずれもがチベット語に翻訳されたものであり，その

原典における類似性まで遡及するものではない．このことを踏まえた上で，分析す

ると次のようになる． まず，平行句は12パーダであり，全体の118パーダの1割

弱となり,Boc"zisα"mmα"y""〃とVi"zalam"α彪肋αとの間に見られる平行句ほど

の親密性は見られない．ただし，両者以外の著作との平行句も見られるものの， こ

の二つの文献との重複度が突出しているため，そこに何らかの関係を推測すること

は可能である． もちろん,Bo"isα"""z"y""〃とw"'αJam"α/e肋αとの先後関係

も不明であるが，このどちらかのフレーズを参考にして本論がまとめられた，ある

26BS37-40:nyonmongsskye'gothabskyisspang"mthodmangrogskundaglayang"ChulaJo
malenpabzhin"nyespadorlalegspablang"
27釦卵d"""""(=SD)105-108(MwIsamma"o"""lzikam"amz噌耐(=SM)80-83): tsheniyun
thungshesbya'imampamang"tsheyitshadkyangjitsammishespas〃ngangpachulaJomalen
paltaI"ranggi 'dodpadanglablangbargyis"
28望月2015: 132.
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いは翻訳された可能性がある．また，警嚥の借用は複数の著書に確認できた． もち

ろん，先行する他の著者の論書を典拠にした可能性もある．

今回の調査は，パーダの比較に基づくものであるが，語句の類似を調査すれば，

Dipamkaras可海na,あるいはその翻訳者のフレージングのパターンを知ることがで

きるのかもしれない．また，彼の小部文献が，チベットにける説法に基づくもので

あるとするのならば,それにより彼がチベットに伝えたかった菩薩行の核心が明ら

かになるであろう．

『菩薩行略教訓』和訳

インドの言葉で, Bo"iS"tMacmy"s耐誠ﾉTmuV画故z

チベットの言葉で， 『菩薩行略教訓』

仏と菩薩のすべてに敬礼する．

確実によい菩提と明らかな善趣を得ようとする者は，三宝を尊と把握してから，

最初に悲心を普く見る． ［1-4］

それから，菩提心を起こして，方便をともなう行により自らの心そのものを最初

に調伏させる．最初に自性を調伏しなければ，他者を調伏することがどうしてでき

ようか． ［2-9］

例えば，翼が不完全な烏は空を飛ぶことができないように，見と行がない人はど

のように解脱しようか． [10-13]

それ故に，その二つを成就させるために，困難な大きな努力をなすべきである．

難行により修練せずに，易行により修習することにどうしてなろうか． ［14-17］

鎧を着て重荷を運ぶその勝者の子は，善友に依って，三智を根本にもってから，

最高の位に行く見そのものを第一に修練し，清浄な戒の衣を着て，勤勉に大事にす

るべきである． ［18-23］

法に続いて成就させるために，すべての時と機会においても，前行と本行と結行

の三つにより業を憶えることで成し遂げるべきである． ［24-28］

過失を捨て， うまく成就して意味あることをなし，行道を無意味になさず，常に

自分の功徳を修練する． ［29-31］
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善の方向の加行を広げるべきで，落胆して心を失わず，過失を捨て，善なる功徳

を広げる助伴を求め，それに順応した心を把握し，功徳をもつ者に対して敬礼すべ

きである． ［32-361

煩悩が生じる助伴を方便により捨てて，高低の助伴すべてに対しても，水から乳

を取るように，過失を捨ててよいものを取るべきである． ［37-40］

なされたことに対する恩を憶え，再び利益をなし．他者の罪過を縁とせずに，善

を中断すべきではない． ［41-43］

高所に円満な者に対する妬みはなく，助伴と低い者に対して軽蔑する方便と，特

に殺生そのものをなすべきではない． 自分の過失と他者の功徳を数え，他者の過失

を述べず， 自らを賞讃しない． ［44-48］

これよりも後のものを第一のものと把握して，九つの行為を法に従ってなすべき

である． この財産を捨てて，聖者の宝で身体を飾るべきである． ［49-52］

苦を楽と把握せず，蒙昧と怠惰と錯乱を捨てて，確実に死の想を起こすべきであ

る． ［53-55］

小善も努力により成就させ，小さな罪過も捨て，法のためではない食事や衣を求

めず，少欲と知足をなすべきである． ［56-60］

世間の八法を捨てて，お世辞や媚びへつらいなどをなすべきではない自分に過

失があることを感受せずに，他者の過失を考察するべきではない． ［61-64］

話を喜ぶことを認めることを大胆になしてから，そのように成就しないことを捨

てるべきである．狡さや偽りをなすべきではなく，誤った生活を捨てて，法に従っ

て成就すべきである． ［65-69］

親族などへの欲求により執着するべきでなく，部分的な執着は偏るべきではない

他者への要求は少なくするべきである． ［70-73］

不善業を賞讃せずに非難し，必要のない喧騒を捨てて，ばかげた話を喜ぶべきで

はない． ［74-76］

欲求による執着の希求を排除し，功徳を得て，資糧を広げる業に対する臆病と恥

を捨てるべきである．慢心と傲慢を対治により裂き，心を苦しめる傲慢な名声を捨

てるべきである． ［77-82］

本質と相続によりすべての衆生が親族となるので,身口意の三の無垢により彼ら

すべてを子のように見るべきである． ［83-85］
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悲心のままに微笑んで本音で話し，喜びの目ですべてを見なさい．まわりの助伴

の高低と遠近を等しくして，賞讃と恭敬を自慢せず，誹誇と侮辱に対して怒らず，

貧者を悲心により利益に縛りつけることをなすべきである． ［86-92］

いかなるものに対しても執着を捨てるべきで,劣った者に対する悲心と利益の思

いで教誠をなすべきである．衆生に対する種々なる思いによりなすべきことの大義

を考察してなすべきである． ［93-97］

すべてを喜ばすことを誰ができようか． しかも後悔がないことにより，苦を見下

して，楽に執着せずに， 自分の心を浄化し，他の心を把握する． ［98-101］

軽蔑や罪過の生起などの対治の業と虚妄による修練をそのように見て，菩提行の

本尊を堅固にすべきである． ［102-105］

人身の宝を浪費せず，確実な死で盲目にならず，精進を火のように激しく行う．

[106-108］

執着する我見の根本を断ち，三時の輪廻を対治により断じ，顛倒の崖を捨て，輪

廻の相続を断じてから水を飲む． ［109-112］

三悪趣の門を断ち,三苦の病を寂滅し,善趣の解脱の福分に上り，二障を浄化し，

二資糧を完成し，身と知の地を得て，努力なしに利他が成就する． ［113-118］

『菩薩行略教訓』偉大な軌範師ディーパンカラシュリージュニャーナによる著作

を完成する．

Bod"samucaが恥”応財r"VaV〃αチベット語テキスト

#"3'･rgyagarskaddu/BodWii"IwIz応αひと'SjiZ'rrikiSompCZ6"rUM/

bodskaddu/･3!ayq"gcji"bs"zs"q'i ZZ)心dpq"I""a"1g血加s"W勉伽spfz/

sangsIgyasdangbyangchubsemsdpa'thamscadlaphyag'tshallo32"

ngesparlegspa'ibyangchubdang"

29Dls".

30GINIPlk〃・

3'D2G23N23P23om.

32G3'rs"わ．

209



mngonparmtho33bathob'dodpas"

dkonmchoggsumlalharbzung34nas"

dangposnyingrje35kunlalta36"

denasbyangchubsemsbskyedde"5

thabsdangldanpa'ispyodpayis"

ranggi37semsnyiddangporgdul"

dangpo38rangnyidma'dul39bar"

gzhandaggdul4obarjiltarnus"

jiltar'dabgshog4! (N3.12a)matshangba'i"10

byayis42mkha'la'phur43minus"

debzhinltaspyodmedpayi"

gangzagdagnijiltar(D2.10b)grol"

dephyirde44glyis45 'gmb(G3.14a)pa'iphyir"

dka'(Gl.375b)ba'i'badpa(G2.470b)chenpos46bya47"15

dka'bassbyangba48mabyaspar"

slabasgomsparjiltar'gyur"

"49bgossokhurkhyerrgyalsrasdes5'"

dgeba'ibshesgnyenbstenbyas52te"

33N3m"iα昭．
34N2P2gZ脚"9．
35D2G3N3P3Jjes.
36D2G3N3P3"m.

3703N3P3giS･
38D203N3P3"r.
39D2GN3P3血I．

4oG3N3P3血ﾉ．

41G2N2P2bshog.
42G3yj.
43Nlph"r.
44N2dg'i.

45Pl"yid.
46D2".
47D2",N2b)wz9.
48G2N2P2s恥"gspa･
49N28り"g･
50G2N2P2d"s.
51Plde.

52D1Dws.

210



shesrabgsumlagzhi53bcasnas"20

go'phangmchogtu'grobayi"

ltabanyidlagtsorsbyangste"

(P3. 13b)tshulkhrimsgtsangma'igosgyonnas"

sgmblanantangces54su55bya"

choskyiIjessu56bsgmb(P1.273b)pa'iphyir"24

dusdanggnas(Nl.269b)skabskundu57yang"

sbyorbadngosgzhiljesgsumgyi58"

lasrnamsdranpaszinparbya"

skyonspangs59 1egssgrub60donyodbya"

spyodlamdonmeddu6'mibya62"30

rtagturanggiyontansbyangs63"

dgeba'iphyogskyi64sbyorbala"

sprobyazhumdangsemsmigsad65"

nyesspongyontandge'phel(P2.343b)ba'i"

grogsbtsal66mthunpas67desemsbzung68"35

yontancanlagusphyagbya"

nyonmongsskye69 'gro70thabskyisspang71"

mtho72dmangrogs(C341b)kundaglayang"73

53G126z".
s4GlPlces,N3bces.

55Nlces",N2gces".
s6G2N13"es".
57GNP"･

58G23N23P23gyis.
59D2N3Plspα"g･
6oD2G23N23P236sgmb.
6'N3me血．

62D2GNPg"as、
63D2GNPs伽"g･
64P2Ayjs.
65G2Plgsα"g･
66N2応αﾉ．

67G3N3P3pa、
68D2G12N12P12gZ""8,G3N/3Z""8.
69N3sbes.
70D2GNPgmgs･
71G2N2P2)w"g.

211



chu741as'omalenpabzhin"

nyespadorlalegspablang"40

byasla75 (N2.339a)dringzoslarphangdags"

gzhangyisdiglkyenmibyazhing"

dgeba'ibarchadmibya'o76"

mtholaphuntshogsphragdogmed"

gOgsdangdman(G2.471a)labmyasthabsdang"45

khyaddugsad77panyidmibya"

rangskyongzhangyiyontanbsgag"

gzhanskyonmiglengrangmibstod"

'dibasphyimagtsorgzungste"

byeddguchosdangbsmn(G1.376a)tebya"50

'diyizangzingmamspangste"

'phagspa'inorgyislusblgyanbya"

sdugbsngaldaglabdermibzung78"

glyidrmugslelog-yengspangste"

ngespar'chiba'iduS79shesbskyed"55

dgebachungyang(G3.34b)'badpasbsgmb"

sdigpachungyangrnamparspang80"

choskyicheddumagtogspar"

khazasgossogsdonmiglyeIBI"

'dodpachungdangchog82shesbya"60

1jigrtenchos(N3.12b)brgyadmamparspang83"

72G3N3碗"io"・

73G2addskh)uddMgsadpα"y辺加jb)Mz'o"
74G2m"gd"fbr的"・
75CDlPa･
76G2N2P2b)nZhi"g･
77D2G3N3P13bSad.

78D2GNPgZ恥"g･
79D2GNP'血．

8oG3N3P3Spα"gs･
81G3gler･
82Plwzchog.

212



ngodga'gzhogs84slong85sogsmibya"

ranglaskyonyodmitshor86bar"

gzhangyiskyonladpyadmibya"

smradga'khaslendga'87byasnas"65

debzhin(P3.14a)misgmb88spangbarbya89"

g-yodangsgyu9odagmibyazhing"

logpa'i(D2.11a)'tshobarnam9'parspang"

chosdangmthunpassgrub92parbya"

nyedu'brelpalasogsla"70

zhenpaI93chagspar94mibyazhing"

phyogsriszhenphyogsmedparbya"

gzhanlarebachungbarbya"

(P1.274a)midge'i(N1.270a)laslamibstodsmad"

d"spamedpa'i'du'dzispang"75

bre(G2.471b)mo'igtamladga'mibya"

zhen95pas'dodpa'iyidsmondgag"

yontanthobdangtshogs'phelba'i"

(P2.344a)laslazhumdangngotshaspang96"

ngaIgyalkhengspagnyenposgzhom"80

zhegdug97kheng98gragsmamparspang99"

83G3spα"gs･
84D2GNPPgZhOg･
BsG23N23P23sﾉb"gs･
86G3mIshor.

87GlNlPlpa,G2P2"q'.
88G2N2P2bsgr"b.
89G2b)us""fbrb)w.
9oG2N2P2Igy"、
91G2mams.

92D2GNPbsgmb.
93D2G13N13P13pas.
94G2pq.
95CDIG1NIPlZheS.

96P2dgz'spa"gbqfbr"8DrSha"α"g･
97D2gdM"g.
98D2khe.

99GINIPlspq"gs･

213



dn"sdangblgyudpassemscankun"

nyedu'blもlpar(N2.339b)gyurpasI"na"

lusngagyidgsumdrimedpas"

dedaghmlabubzhinblta"85

snyingIjes'0!bzhin,dzumgsongporsmra"

dga'ba'imig(Gl.376b)giskun'02 1ablta"

'gror'03grogsmtho'04dmannyeringsnyoms"

bstoddang(C342a)bkurstis'05midI℃gs'06shing"

smoddangbmyaslazhemisdang"90

phongspamamslasnyingIjeyis"

phannigdagspanyiddubya"

ganglachags'07paspangbyaste"

dmanpamamslasnyingljedang"

phanpa'ibsampasgdamsngagbya"95

semscanbsam'08pathadadpas"

byabadonchen'o9brtagstebya"

thamscadmgubarsuyis''onus"

(G3. 15a)'onkyang'gyodpamedpayis"

sdugbsngalkhyadbsad''!bde''2machags"100

ranggisemssbyang''3gzhansemsgzung''4"

brnyasdangnyespabyunglasogs"

l"D1pa、
'0IG2N2P2旅．
10ZDIg脚"、
'mD2G23N23P23'khor.

'"D2G3N3P3mr/io".

'05GINIPls".

'06G2dFwsmidFw.
107NIC力αd・

108G26sam.

'"G2med.

IIoPlyi.
'''Cg"d.
112D26咋掘

''3D2G12N12P12sb)w"g.
114GlNIPlbZ""g.

214



gnyenpolasdangbldzunpassbyang"

deltarbltazhingbyangchubkyi"

spyodpayidambrtanparbya"105

milusrinchenchudmi''5gsan"

nges(G2.472a)par'chibaslongmed''6srid"

bltson'grusmebzhindragtuspyod"

mn"nzhenbdaglta'irtsabachod"

dug''7gsum'khorbagnyenpos(P3.14b)chom''8"110

phyinciloggig-yangsador"

'khorba'ilgyun(N3.13a)chodlaschuskoms''9"

ngansonggsumposgochodla"

sdugbsngalgsumgyinadgzhil'20ste'2】〃

mthoristharpa'iskalla'dzegs"115

sgribpagnyissbyongstshogsgnyisrdzogs"

skudangyeshessa'22 'thob'23ste"

'badpamedpargzhandonsgrubs'24"

(Pl.274b)aMZ"gch"bSems中α'iVZ)odpa"Z"(Nl.270b)応α"zg血加s"8［噌畑伽”α

/slobdpon(P2.344b)chenpodpalMarmemdzad'25ye(D2. llb)sheskyis'26mdzadpa

rdzogssol27〃〃128

115N2P2ma.

''6D2G3N3P3"zj.

117G3N3P3dJ4S.

118D2G2N2P2cﾉzoms、

''9D2bc"s""gsfbrcIMskoms.
'20D2G23N23P23zhi.
121GIN1Plre.

122G2saba、

'23GNPIhob.

'24G13N13P13bsgmbs.
125GlmedzndfbrmemdZqd.

'26NIPIAyi.
I27GIN3FzZZOgso.
128Gl"bk砥〃jG2"s"6αﾉ、"8浬]ね"z〃"；

215



参考文献

Dietz,Siglinde

1984 Die加成抑s応cZe励峨"em"r"ldie"sFMzcz咋加〃be"scIze" ZZz""

/Zem"昭琴be","bemerZrl"xier""e".Wiesbaden:OttoHarrassowitz.

Eimel;Helmut

1981a ｡6DieurspriinglicheReihehfblgederVerszeileninderBodhisattvamapyavalI,''

Zど""qjasjα"s的e醜脚die"15:323-329.

GesheLobsangDargyay

1978Arim's仇咋/e"km"ZdesBo鋤なα"wz,jj ,Rimn:TibetInstitut.

Sherbume,Richald,SJ.

2000me@ﾉ"plereWひ応q/Ar",jrrD伽"zkzz"伽"α,ルー"-"aT7ie""zp"r

"iePα"zα"damme""Dl"ge"zerwj"z"ie""wjy""smlednゼ"WrIEKEy

Zとx",NewDelhi:AdityaPrakashan.

宮崎泉

2007 「『中観優波提舎開宝筐』テキスト・訳注｣『京都大学文学部研究紀要』46：

1-126．

望月海慧

2004"SomeRemarks on theSmall T℃xtsAttributedtoDHPamkaraSIIjnana,''

んo"g-α"g釦"g"［ﾙzilemiO'MtWzzi"e20:61-74.

2015 『全訳アティシャ菩提道灯論』起心書房

2016a ｢DYPamkara§巾ﾖnaによる二つの所作次第について｣『印度学仏教学研究』

64-2:88-95.

2016b 「アテイシヤとパーラ王」 『宗教研究』89別巻:284-285.

2016c@6DrPamkara鋤頑n*activityattheVikramaSYlaMonasteryinRelationwith

thePalaDynastX'' 『東洋文化』96:63-80.

（本研究は科学研究費基盤研究(C) (課題番号70319094)および基盤研究(B) (課題番号

26284008)の助成を受けた研究成果の一部である）

216


